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２００９年４月「環境・建築学部」開設！

「
環
境
・
建
築
学
部
」の
目
指
す
も
の



１

認
証
評
価
に
つ
い
て

２

新
し
い
年

（
新
学
長
を
迎
え
新
し
い
体
制
で
）

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
々
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
米
国
の
ゆ
き
す
ぎ
た
市
場
経
済
至
上

主
義
に
よ
り
「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
」
の
証

券
化
さ
れ
た
不
良
債
権
が
不
透
明
な
ま
ま
世
界

中
に
ば
ら
ま
か
れ
、
世
界
中
の
金
融
市
場
を
巻

き
込
み
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
金
融
危
機

を
招
き
ま
し
た
。
現
在
世
界
中
が
同
時
不
況
で

苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
。
内
閣
府
の
月
例
経
済

報
告
に
よ
る
と
、「
景
気
は
、
弱
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
世
界
経
済
が
一
段
と
減
速
す
る
な
か

で
、下
押
し
圧
力
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。」

と
日
本
で
も
深
刻
な
影
響
が
現
れ
て
い
ま
す
。

「
ト
ヨ
タ
シ
ョ
ッ
ク
」、「
建
設
不
況
」
は
日
本

経
済
に
甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
個
人
消
費

に
関
し
て
も
、
実
質
所
得
の
低
迷
に
よ
る
消
費

者
の
節
約
志
向
等
か
ら
引
き
続
き
日
本
経
済
は

低
迷
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
日
本
経
済
が
底
入
れ
に
向
か
う
鍵
は
、

米
国
経
済
の
回
復
と
中
国
を
中
心
と
す
る
新
興

国
経
済
の
拡
大
で
あ
り
、
某
経
済
研
究
所
は
、

日
本
経
済
の
本
格
的
な
回
復
は
２
０
１
０
年
度

以
降
に
ず
れ
込
む
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

翻
っ
て
近
年
に
お
け
る
日
本
の
出
生
率
の
低

下
は
、
私
立
学
校
の
経
営
環
境
に
は
な
は
だ
厳

し
い
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８

年
度
の
入
試
で
は
、
４
年
制
私
立
大
学
５
６
５

校
中
２
６
６
校
の
４７
・
１
％
が
定
員
割
れ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
の
３９
・
７
％
か
ら
７
・

４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
（
日
本
私
立
学
校

振
興
・
共
済
事
業
団
調
査
）。

定
員
割
れ
し
た
私
立
大
学
へ
の
補
助
金
の
削

減
幅
を
拡
大
す
る
政
策
に
よ
り
、
競
争
力
の
な

い
私
立
大
学
は
淘
汰
さ
れ
る
運
命
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
る
に

は
全
学
で
危
機
意
識
を
共
有
し
、
新
し
い
時
代

の
要
請
に
応
え
た
学
部
・
学
科
の
見
直
し
や
特

色
あ
る
教
育
活
動
の
展
開
、
事
務
部
門
の
改
革
、

経
費
の
削
減
な
ど
経
営
の
効
率
化
等
の
改
革
、

改
善
活
動
を
全
員
参
加
型
で
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
０
７
年
度
か
ら
「
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
」、

「
大
学
の
中
期
運
営
方
針
」、
各
部
署
の
「
年

度
運
営
方
針
」
を
策
定
し
、
目
標
管
理
を
導
入

し
業
務
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
目
標

管
理
に
よ
る
業
務
活
動
は
徐
々
に
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
完
全
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
具
体
的
に
明
確
な
数
値
目
標
を
立

て
、
実
り
の
あ
る
目
標
管
理
を
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

２
０
０
８
年
度
の
中
間
実
績
報
告
等
か
ら
昨

年
度
の
反
省
点
、
重
要
課
題
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
、
２
０
０
９
年
度
の
重

要
施
策
と
な
る
も
の
で
す
。

２
０
０
２
年
の
学
校
教
育
法
改
正
に
伴
い
、

２
０
０
４
年
度
以
降
我
が
国
の
大
学
は
、
文
部

科
学
大
臣
の
認
証
を
受
け
た
評
価
機
関
に
よ
る

評
価
を
７
年
以
内
の
周
期
で
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
（
認
証
評
価
制
度
）。
大

学
評
価
を
必
要
と
す
る
背
景
は
、
大
学
の
経
営

に
競
争
原
理
を
導
入
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い

ま
す
。

即
ち
、
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
に
腐
心
し
人

材
育
成
を
疎
か
に
し
て
い
な
い
か
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
る
か
、
自
由
競
争
原
理
に
お
け
る
学

生
の
保
護
策
は
考
え
ら
れ
て
い
る
か
、
教
育
研

究
の
国
際
通
用
力
は
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
背

景
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
大
学
は
、
�
社
会

に
対
し
て
大
学
の
質
を
保
証
す
る
こ
と
、
�
大

学
の
改
善
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」

が
基
本
の
考
え
方
で
す
。
大
学
の
組
織
（
教
員

組
織
、
事
務
組
織
）、
教
育
課
程
、
施
設
お
よ

び
設
備
、財
務
等
に
関
し
競
争
に
勝
ち
抜
く「
質

と
改
善
」
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
大
学
自
ら
が

自
律
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
認
証
評
価
に
つ
い
て
、
本
学
は

２
０
０
８
年
度
に
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
の

認
証
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
受
審
に
向
け
た

自
己
点
検
評
価
の
準
備
段
階
で
種
々
の
改
善
す

べ
き
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
承

知
の
と
お
り
、
そ
の
最
も
重
要
な
点
は
学
生
定

員
の
確
保
で
す
。
学
生
定
員
の
充
足
率
を
い
か

に
高
め
て
い
く
か
が
今
後
の
法
人
運
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
認
証
評
価
の
受
審
状
況
と
し
て
は
、

２
０
０
８
年
６
月
末
に
本
学
の
自
己
評
価
報
告

書
を
提
出
し
、
ま
た
こ
の
報
告
書
に
基
づ
く
質

問
へ
の
対
処
も
既
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
２
０
０
８
年
１１
月
に
は
日
本
高
等
教
育
評

価
機
構
の
評
価
員
に
よ
る
本
学
の
実
地
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
段
階
を
踏
ま
え
て
、

評
価
の
最
終
結
果
は
、
２
０
０
９
年
３
月
下
旬

ご
ろ
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
自
己
点
検
評
価
の
過
程
の
中
で
判
明
し

た
多
く
の
問
題
点
を
一
つ
一
つ
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
本
学
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
内
の
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
協
働
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

今
年
度
末
で
の
現

林
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
し
い
学
長
選
考
規
程
に
基
づ
い
て
選

考
さ
れ
た
第
１６
代
学
長
（
貴
島
特
任
教
授
）
が

誕
生
し
ま
す
。
任
期
は
２
０
０
９
年
４
月
１
日

よ
り
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
法
人
理

事
会
の
下
に
学
長
を
中
心
と
し
た
教
学
と
事
務

局
長
を
中
心
と
し
た
事
務
局
が
相
互
に
情
報
を

共
有
し
、
全
学
一
丸
と
な
っ
て
本
学
が
発
展
し

て
い
く
よ
う
に
法
人
運
営
を
強
力
に
、
そ
し
て

効
率
よ
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
大
学
の
使
命
で
あ
る
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、
教
育
力
の
向
上
を
強
力
に
進
め
る
と

と
も
に
、
学
生
第
一
主
義
の
活
力
あ
る
学
園
づ

く
り
を
念
頭
に
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨

今
の
高
等
教
育
の
多
様
化
と
研
究
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
現
状
を
鑑
み
て
、
海
外
の
大
学
と
の
国

際
交
流
を
は
じ
め
国
内
の
他
大
学
と
の
連
携
も

強
力
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
教

員
の
国
際
交
流
は
無
論
の
こ
と
、
学
生
の
国
際

交
流
も
我
が
国
の
こ
れ
か
ら
の
高
等
教
育
に

と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
も
の
と
思
い
ま
す
。
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３

中
期
経
営
計
画
と

２
０
０
９
年
度
運
営
方
針

４

事
務
職
の
意
識
改
革

５

新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
魅
力

あ
る
学
部
づ
く
り（

環
境
・
建
築
学
部
）

６

附
属
高
等
学
校

本
学
園
が
今
後
と
も
持
続
あ
る
成
長
を
遂
げ

る
た
め
に
、
新
し
い
学
長
と
工
学
研
究
科
長
及

び
３
学
部
長
の
下
で
教
育
と
研
究
の
面
で
戦
略

的
な
運
営
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
１０
月
に
２
０
０
９
年
度
か
ら
２
０
１
３

年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
中
期
経
営
計
画
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
学
生
確
保
、

学
生
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
教
育
活
動
、
研

究
推
進
、
教
職
員
、
管
理
運
営
等
の
重
点
課
題

に
対
し
て
、
事
業
方
針
、
事
業
目
標
、
部
署
の

施
策
、
検
討
業
務
、
等
々
法
人
経
営
に
係
わ
る

約
４０
項
目
の
検
討
業
務
に
つ
い
て
工
程
表
を
作

成
し
、
ま
た
同
時
に
担
当
委
員
会
お
よ
び
部
署
、

そ
れ
を
統
括
す
る
担
当
役
員
も
決
め
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
度
の
各
部
署
の
運
営
方
針
は
こ

の
中
期
経
営
計
画
に
沿
っ
た
内
容
で
策
定
し
ま

す
。

事
務
局
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
５
Ｓ
と
ム
ダ

と
り
活
動
を
徹
底
し
て
進
め
ま
す
。
５
Ｓ
と
は

「
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
し
つ
け
」
の

頭
文
字
の
Ｓ
を
と
っ
て
５
Ｓ
と
云
い
ま
す
。
５

Ｓ
は
ム
ダ
と
り
改
善
活
動
の
基
本
で
、
ト
ヨ
タ

を
は
じ
め
日
本
の
優
良
企
業
の
全
員
参
加
型
経

営
の
原
点
は
５
Ｓ
活
動
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５
Ｓ
活
動
は
毎
朝
５
〜
１０
分
自
分
の
身
の
周

り
を
整
理
、
整
頓
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
習
慣
、
定
着
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
５
Ｓ
が
進
め
ば
今
ま
で
見

え
な
か
っ
た
問
題
が
「
見
え
る
化
」
す
る
の
で

す
。
見
え
る
化
し
た
問
題
点
を
解
決
す
れ
ば
ム

ダ
が
な
く
な
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
と
い
う

こ
と
で
、事
務
職
員
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て「
３

つ
の
ム
ダ
取
り
提
案
」
を
提
出
し
て
、
こ
れ
を

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
目
標
管
理
手
法
で
解
決
し
て

頂
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
成
果
の
発
表
会
な
ど

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
事
務
部
署
間
の
仕
事
の
流
れ

図
（W

ork
Flow

D
iagram

）
を
作
成
し
て
、

重
複
業
務
や
ム
ダ
な
業
務
な
ど
を
な
く
し
業
務

の
ス
リ
ム
化
を
図
る
予
定
で
す
。

２
０
０
９
年
度
は
事
務
職
員
全
員
の
研
修
会
、

課
長
研
修
等
を
実
施
し
、
事
務
部
署
の
ス
リ
ム

化
、
シ
ン
プ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
経
営
は
「
教
育
と
経

営
の
分
離
」
が
必
要
で
、
教
員
は
教
育
に
専
念

し
学
生
の
学
力
の
向
上
を
図
る
、
一
方
事
務
職

員
は
戦
略
的
な
経
営
意
思
決
定
を
支
え
る
「
企

画
・
管
理
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
」
へ

と
変
革
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

当
法
人
は
、
新
し
い
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
学
部
・
学
科
の
見
直
し
や
特
色
あ
る
教
育
活

動
の
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
０
０
７

年
４
月
に
は
「
臨
床
工
学
技
士
」
の
要
員
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
要
請
に
応
え
「
医
療
電
子

コ
ー
ス
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
今
年
の
４
月
か

ら
は
、
人
間
と
環
境
の
調
和
を
め
ざ
し
、
環
境

分
野
の
教
育
研
究
を
担
っ
て
き
た
人
間
環
境
学

部
環
境
文
化
学
科
と
建
築
と
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
す
る
数
多
く
の
建
築
技
術
者
を
輩
出
し
て
き

た
工
学
部
建
築
学
科
が
融
合
し
、
新
た
に
「
環

境
・
建
築
学
部
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
環
境
と
ま
ち
づ
く
り
で
、
長

崎
の
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
ま

た
、
地
域
と
共
生
で
き
る
大
学
と
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
８
月
に
待
望
の
「
産
官
学
連
携
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
し
、
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
陣
容

を
配
し
て
活
動
が
開
始
し
ま
し
た
。「
社
会
へ

の
貢
献
」「
地
域
と
の
共
生
」
へ
向
け
て
邁
進

し
ま
す
。

時
津
政
憲
校
長
を
中
心
に
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
�
解
か
る
授
業
の
展
開
、
�
教
育
課

程
の
見
直
し
、
�
部

活
動
の
活
性
化
、
�

大
学
と
の
連
携
を
強

力
に
推
し
進
め
、
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
法
人

運
営
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
、
小
嶺

忠
敏
総
監
督
を
中
心

と
し
た
サ
ッ
カ
ー
部

の
存
在
感
が
一
段
と

増
し
て
お
り
、
こ
れ

を
好
機
と
し
て
活
発

な
部
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
自
律
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
に
根
ざ
し
愛
さ

れ
る
学
校
を
目
指
し

ま
す
。

第１６代学長に貴島勝郎氏
学長候補適任者選考委員会（委員
長：中村康次 元県教育委員会委員）
は２００８年１０月２０日、林 一馬現学長の
任期が２００９年３月末で満了となること
に伴い、次期学長候補適任者として、
九州大学名誉教授で、学校法人長崎総
合科学大学理事・長崎総合科学大学工
学部船舶工学科特任教授の貴島勝郎を
選定し、理事長へ報告すると共に公示
した。
理事長は委員会からの報告を受け、同年１１月１５日の理事会に
おいて、貴島勝郎を第１６代学長として承認し、２００９年４月１日
～２０１１年３月３１日までの２年間の任命を決定した。
新しい学長選考規程に基づき、「学外委員を含む学長候補適
任者選考委員会（１０名）」が選定し、学長候補適任者を理事会
で選考し、理事長が任命した初めての学長人事。

学長就任にあたっての抱負

この度、図らずも伝統ある長崎総合科学大学の学長という極
めて重責のある役職を仰せつかり身の引き締まる思いです。現
下の極めて厳しい状況で、如何にして本学を教育と研究に関し
て特徴のある、そして魅力のある大学に導いていくかが新学長
に求められる責務であろうと考えます。
本学の中期計画及びその経営方針に沿って大学運営にあたる
事は当然の事ながら、本学にとっては学生を如何にして安定的
に定員を確保していくかが最重要課題です。この課題を達成し
ていく為には本学の教職員全員が一致団結して対処する事が不
可欠であると思います。さらに、教育・研究に関しては次の３
つを基本方針として運営していきたいと考えています。第一は
学生の学士力の向上であり、第二は本学の国際性の強化、そし
て第三は本学を特徴づける研究を基に産学連携を強化すること、
この３つを基本方針として社会に貢献する大学、地域に貢献で
きる大学へ発展させていく所存です。本学がよりよい方向に進
むように皆様のご支援ご協力をお願いする次第です。

Profile
◇１９４３年６月１５日生（６５才）
◇工学博士（九州大学）
◇九州大学名誉教授

【学歴】 ■１９６２年３月 鹿児島県立鶴丸高等学校卒業
■１９６７年３月 九州大学工学部造船学科卒業
■１９６９年３月 九州大学大学院工学研究科

修士課程造船学専攻修了
■１９７２年３月 九州大学大学院工学研究科

博士課程造船学専攻
単位取得退学

【職歴】 ■１９７２年４月 九州大学講師（工学部）
■１９７４年６月 同 助教授（工学部）
■１９８６年１２月 同 教授（工学部）
■２００７年３月 同 定年退職
■２００７年４月 長崎総合科学大学工学部船舶

工学科特任教授
■２００８年６月 学校法人長崎総合科学大学理事～現在に至る
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◇
谷
野
准
教
授
が
タ
ー
ボ
機
械

協
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
賞
を
受
賞

工
学
部
機
械
工
学
科
の
谷
野
忠

和
准
教
授
が
タ
ー
ボ
機
械
協
会
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
賞
」
を
受
賞
。

こ
の
賞
は
、
タ
ー
ボ
機
械
に
関

す
る
先
端
的
な
研
究
や
技
術
開
発

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
将
来
と
も

タ
ー
ボ
機
械
を
背
負
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
若
手
研
究
者
に

そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
称
え
、

贈
ら
れ
る
。

谷
野
准
教
授
は
、
九
州
大
学
在

籍
時
に
軸
流
圧
縮
機
の
内
部
の
流

れ
と
性
能
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、

学
位
取
得
と
と
も
に
日
本
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
学
会
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。本

学
に
在
籍
後
は
、
風
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
傾
注
し
、

タ
ー
ボ
機
械
の
研
究
へ
の
情
熱
と

姿
勢
、
な
ら
び
に
教
育
と
研
究
を

通
じ
学
生
に
タ
ー
ボ
機
械
の
面
白

さ
を
教
授
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

◇
房
安
准
教
授
ら
の
研
究
課
題

が
採
択

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興

機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
先
端
計
測
分

析
技
術
・
機
器
開
発
事
業
の
新
規

採
択
開
発
課
題
が
発
表
さ
れ
、
本

学
情
報
学
部
知
能
情
報
学
科
の
房

安
貴
弘
准
教
授
が
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
研
究
開
発
課
題
も
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
に
は
同
学

科
の
田
中
義
人
教
授
も
参
画
し
て

い
る
。

研
究
開
発
課
題
名
は
「
Ｇ
Ｅ
Ｍ

に
よ
る
超
高
感
度
・
大
面
積
ガ
ン

マ
線
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
」。
本

開
発
で
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
（G

as
E

le-
ctron

M
ultiplier

）
を
用
い
た
超

高
感
度
ガ
ン
マ
線
セ
ン
サ
ー
と
高

密
度
実
装
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
と
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
大

面
積
か
つ
高
精
度
な
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
を
実
現
す
る
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
非

破
壊
検
査
や
陽
電
子
断
層
撮
影

（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
な
ど
に
使
用
で
き
る
。

同
研
究
開
発
は
東
京
大
学
や
サ

イ
エ
ナ
ジ
ー
�
、（
独
）
国
立
文

化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
と

の
共
同
開
発
と
な
る
。

◇「
長
崎
県
産
炭
地
域
活
性
化

基
金
助
成
事
業
」
２
件
採
択

１
つ
目
は
「
長
時
間
の
残
光
特

性
の
あ
る
蓄
光
材
、製
品
の
開
発
」。

現
在
、
�
エ
ム
・
ケ
ー
・
ケ
ー

で
開
発
し
て
き
た
蓄
光
材
料
が
、

明
る
さ
、
残
光
時
間
が
従
来
か
ら

の
い
わ
ゆ
る
蛍
光
塗
料
に
比
較
し

て
格
段
に
改
善
さ
れ
て
非
常
灯
に

採
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

顧
客
か
ら
は
更
に
明
る
く
、
長

時
間
の
製
品
の
要
求
が
多
く
、
性

能
を
向
上
す
る
技
術
を
開
発
す
る
。

一
方
、
夜
間
も
明
る
く
、
長
時

間
持
続
す
る
こ
と
か
ら
社
会
空
間

に
適
用
し
て
安
全
・
安
心
に
誘
導

避
難
、
防
犯
に
も
役
に
立
つ
し
、

省
エ
ネ
効
果
も
あ
る
。

本
学
か
ら
は
、
工
学
部
建
築
学

科
の
宮
原
和
明
教
授
、
松
下
美
紀

非
常
勤
講
師
、
人
間
環
境
学
部
環

境
文
化
学
科
の
吉
村
進
特
任
教
授
、

産
学
官
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

で
大
学
院
客
員
教
授
の
山
中
孝
友

氏
が
協
力
し
、
技
術
面
の
指
導
と

社
会
空
間
へ
の
応
用
面
で
の
開
発

を
行
う
。

２
つ
目
は
、ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
�

等
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
化

石
燃
料
を
使
用
し
な
い
電
気
推
進

旅
客
船
の
開
発
」
で
昨
年
の
開
発

に
継
続
し
て
本
年
度
の
開
発
が
認

可
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
本
学
工
学
部
船
舶

工
学
科
の
中
尾
浩
一
准
教
授
が
設

計
・
開
発
等
に
協
力
し
て
お
り
、

昨
年
度
も
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹

介
さ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。

２
０
０
８
年
度
の
事
業
内
容
は
、

太
陽
光
発
電
に
よ
る
航
行
テ
ス
ト

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
カ
ナ
ル
ク

ル
ー
ズ
船
の
屋
根
に
全
面
的
に
装

着
し
て
、
航
行
テ
ス
ト
を
行
う
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
８０
枚
で
３
・

２
Ｋ
Ｗ
の
発
電
能
力
が
あ
り
、
晴

れ
の
日
は
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
み
の

航
行
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

◇
文
科
省「
都
市
エ
リ
ア
産
学

官
連
携
促
進
事
業（
発
展
型
）

長
崎
エ
リ
ア
の
事
業
参
画

文
部
科
学
省
平
成
２０
年
度
「
都

市
エ
リ
ア
産
学
官
連
携
促
進
事
業

（
発
展
型
）」
の
地
域
選
定
に
お

い
て
、
長
崎
エ
リ
ア
「
非
侵
襲
セ

ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
人
に

優
し
い
予
防
・
在
宅
医
療
シ
ス
テ

ム
」
の
事
業
テ
ー
マ
が
採
択
さ
れ

た
。長

崎
エ
リ
ア
に
お
け
る
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
産
学
官
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
本
学
の
田
中
、

下
島
、
川
添
が
研
究
に
あ
た
り
、

研
究
開
発
内
容
は
予
防
・
在
宅
医

療
シ
ス
テ
ム
の
各
計
測
機
器
（
イ

タ
ル
セ
ン
サ
ー
）
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
繋
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の

開
発
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を

担
当
す
る
。

こ
の
事
業
で
は
一
般
型
（
平
成

１５
〜
１７
年
度
採
択
）
で
試
作
し
た

非
侵
襲
型
計
測
機
器
の
高
精
度
化

と
臨
床
試
験
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら

を
電
子
媒
体
と
組
合
せ
て
シ
ス
テ

ム
化
し
た
【
長
崎
方
式
】
の
試
作

と
実
用
性
検
証
を
行
い
、
医
療
機

器
製
品
の
実
現
に
向
け
た
研
究
開

発
を
行
う
。

R
esearch

&
L
ab

写真
上：田中義人教授
（知能情報学科）

中：下島 真准教授
（知能情報学科）

下：川添 薫准教授
（電気電子工学科）

昨年度公開された電気推進旅客船（於ハウステンボス）
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受託・共同研究 ※今年度実施されている事業 ※�依頼主 �研究者 �研究名

１ �国内造船所
�工学部・船舶工学科 野瀬幹夫 教授
�初期構造設計のための鋼船規則実用化システム
の開発（二重船殻構造船）

２ �テスト・リサーチ・ラボラトリーズ株式会社
�情報学部・知能情報学科 田中義人 教授
�LSI 設計に関する研究

３ �情報制御システム株式会社
�人間環境学部・環境文化学科 蒲原新一 講師
�携たうんECOシステムの応用展開に関する研究

４ �国立大学法人 九州工業大学
�共通教育センター 木永勝也 准教授
�近代日本工業教育史に関する研究

５ �流体テクノ有限会社
�工学部・船舶工学科 林田 滋 教授
�既存船への付加物による抵抗減少法の開発

６ �不動技研工業株式会社
�人間環境学部・環境文化学科 蒲原新一 講師
�企業におけるディスクレスの利用環境の調査

７ �長崎市
�工学部・建築学科 村田明久 教授
�景観資源（和・華・蘭建造物等）データベース
構築に関する研究

８ �株式会社マサキ・エンヴェック
�工学部・船舶工学科 池上国広 教授
�水すましミニ連結システムに関する研究

９ �財団法人長崎県産業振興財団
�情報学部・知能情報学科 田中義人 教授
共同研究者：同学科 下島 真 准教授、

工学部・電気電子工学科
川添 薫 准教授

�文部科学省「都市エリア産学官連携促進事業（発
展型）」

（非侵襲センシング技術を活用した人に優しい予
防・在宅医療システム）

「予防・在宅医療システムの開発と検証」
１０ �ハウステンボス株式会社

�工学部・船舶工学科 中尾浩一 准教授
�平成２０年度長崎県産炭地域振興財団産炭地域活
性化基金助成事業

「化石燃料を使用しない電気推進船の開発」
１１ �粕谷製鋼株式会社

�共通教育センター 谷 昇 教授、
情報学部・知能情報学科 安田元一 教授
共同研究者：粕谷製鋼�商品開発室 深堀一夫 氏、

製造室 木下純一 氏
�KIKKO NET接合治具と接合機械の研究開発

１２ ��サン・レインボー
�人間環境学部・環境文化学科 大場和彦 教授、
大学院 山中孝友 客員教授

�長崎県の耕作放棄地を活用したバイオマス資源
作物の収量・品質の評価

１３ �住友金属工業株式会社 総合技術研究所
�工学部・機械工学科 高 允宝 教授
共同研究者：同学科 渡邊栄一 教授、

同学科 矢島 浩 教授、
住友金属工業�総合技術研究所 誉田 登 氏

�溶接継手部の疲労強度評価

１４ �長崎県
�情報学部・知能情報学科 田中義人 教授
�牛床温度モニターによる牛発情検出器の試作と
その有効性の検証に関する研究

１５ �独立行政法人宇宙航空研究開発機構
�工学部・機械工学科 矢島 浩 教授
共同研究者：同学科 渡邊栄一 教授、

同学科 谷野忠和 准教授、
同学科 仲尾晋一郎 准教授

�先進複合材の液相中環境評価試験法に関する研究
１６ �ソニー株式会社モノ造り技術センター技術開発室

�工学部・機械工学科 谷野忠和 准教授、
同学科 仲尾晋一郎 准教授
共同研究者：ソニー株式会社 牧野拓也 氏

�小型クロスフローファンによる薄い広幅流路の
換気性能向上

１７ �POSCO（韓国）
�工学部・機械工学科 矢島 浩 教授
�小型試験片による鋼材溶接継手部の破壊靱性値
の評価

１８ �独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構
�人間環境学部・環境文化学科 坂井正康 教授
共同研究者：工学部・機械工学科 村上信明 教授

�「地域活性化のためのバイオマス利用技術の開
発（稲わら等の作物の未利用部分や資源作物、
木質バイオマスを効率的にエタノール等に変換
する技術の開発）」
バイオマスガス化発電・CI 化学変換コンバイ
ンド高効率システムの実証

１９ �トヨタ自動車株式会社
�人間環境学部・環境文化学科 坂井正康 教授
共同研究者：工学部・機械工学科 村上信明 教授

�木質材のガス化評価
２０ �積水化学工業株式会社R&Dセンター

�人間環境学部・環境文化学科 坂井正康 教授
�浮遊外熱式ガス化装置によるセルロース系

バイオマス（綿）の熱化学的ガス化研究
２１ �株式会社中央環境

�人間環境学部・環境文化学科 坂井正康 教授
�バイオマスメタノールの用途技術評価

２２ �宮城県林業技術総合センター
�人間環境学部・環境文化学科 坂井正康 教授
�スギ樹皮ペレット燃焼試験等

◇「産官学連携センター」の設置
２００８年８月１日、本学はこれまで以上に社会
への貢献を強力に推し進める目的で「産官学連
携センター」を設置しました。
受託研究や共同研究の推進、知的財産権の取
得と活用、新技術・新事業の創出等によって、
研究成果を社会に還元し、地域産業の発展に寄
与します。
この他、技術相談、講演会・交流会等による
情報発信、ベンチャーオフィスの提供による起
業支援など、地域に密着した活動を展開して、
地域に信頼され、親しまれるセンターを目指し
ます。

5



P

i ck up

作成された原画
長
崎
の
観
光
を
変
え
る

「
さ
る
く
マ
ッ
プ
」
完
成

本
学
の
建
築
学
科
の
学
生
が
長
崎

市
さ
る
く
観
光
課
の
依
頼
を
受
け
、

「
さ
る
く
マ
ッ
プ
」
の
製
作
を
担
当

し
た
。

こ
れ
ま
で
は
長
崎
港
を
正
面
に
見

た
地
図
で
、
観
光
客
が
市
街
地
を
観

光
す
る
際
は
逆
さ
ま
に
見
な
い
と
位

置
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
文

字
が
多
く
見
え
づ
ら
い
な
ど
の
地
図

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

今
回
製
作
す
る
上
で
、
長
崎
ら
し

さ
を
感
じ
、
お
年
寄
り
や
子
供
、
土

地
勘
の
な
い
観
光
客
へ
配
慮
し
、
歩

い
て
み
た
く
な
る
地
図
の
製
作
を
目

指
し
た
。

完
成
し
た
地
図
は
、
稲
佐
山
か
ら

眺
め
る
町
並
に
す
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ｒ

長
崎
駅
に
降
り
立
っ
た
観
光
客
が
方

向
を
間
違
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、
長
崎
ら
し
く
緑
が
多

く
、
立
体
的
に
し
て
目
的
地
ま
で
の

距
離
感
を
リ
ア
ル
に
表
現
し
た
。

「海洋エネルギー利用プロジェクト」

セブンオーシャン
顧問：川添 薫（電気電子工学科）
代表：電気４年 岩永賢一君
メンバー７名

「高速人力水中翼船」

夢の船研究会（人力水中翼船部門）
顧問：野瀬幹夫（船舶工学科）
代表：大学院１年 立石昌也君
メンバー８名

「安眠（アンミン）」
MEプロジェクト

顧問：川添・�森（電気電子工学科）
代表：電気２年 荒木聡子さん
メンバー６名

「２人乗りソーラーボートの活用」

夢の船研究会（ソーラー船部門）
顧問：林田 滋（船舶工学科）
代表：船舶４年 佐野文紀君
メンバー６名

「長崎の教会群などの建築模型制作」
建築デザイン研究会

顧問：濱砂博信（建築学科）
代表：建築４年 松本賢人君
メンバー８名

「グライダーNiAS G－１６」

サーマルミッション
顧問：仲尾・谷野（機械工学科）
代表：大学院年 宮國健司君
メンバー１０名

「ロボットNiAS Challenge１４号」
NiAS夢工房

顧問：谷 昇（共通教育センター）
代表：知能３年 藤井孝行君
メンバー１７名

「スピーカー研究会」

おと吉
顧問：中村光彦

（電気電子工学科）
代表：電気２年

松尾拓己君
メンバー５名

N
iA

S
P
ro

ject

●「
お
と
吉
」
は
電
気
電
子
工
学
科
２
年
生
５
名
。
携

帯
電
話
等
の
デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
用
小
型
ス

ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
製
作
に
取
り
組
ん
だ
。

●「
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
夢
工
房
」
は
１２
月
２５
日
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学

ロ
ボ
コ
ン
２
０
０
９
〜
Ａ
Ｂ
Ｕ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
ロ
ボ

コ
ン
代
表
選
考
会
」
の
書
類
選
考
を
通
過
し
た
。

今
春
の
「
ビ
デ
オ
審
査
」
を
通
過
す
れ
ば
２
年
ぶ
り
１０

回
目
の
出
場
と
な
る
。

過
去
に
は
準
優
勝
１
回
、
ベ

ス
ト
４
進
出
２
回
を
は
じ
め
、

数
々
の
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
輝

か
し
い
実
績
を
残
し
て
い
る
。

「
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
作
品
製
作
等
を
計

画
す
る
学
生
グ
ル
ー
プ
の
課
外
活
動
を
奨
励
す
る
こ
と

を
目
的
に
学
生
へ
募
集
。
学
生
の
「
も
の
づ
く
り
」
や

創
作
へ
の
探
求
を
支
え
て
い
る
。

２
０
０
８
年
度
は
、
次
の
１２
件
の
活
動
を
採
択
。
作

品
は
製
作
の
後
、
各
種
大
会
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ
出
展
し
、

１１
月
１
、
２
日
の
学
園
祭
「
造
大
祭
」
で
展
示
さ
れ
た
。

本
学
の財

政
状
況

資産の部

金 額

１０，３６０

８，８１１

１，５４９

９３０

１１，２９０

科 目

固定資産

有形固定資産

その他の固定資産

流動資産

資産の部合計

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

金 額

１，１５６

４５０

１３，１５６

△３，４７２

１１，２９０

科 目

固定負債

流動負債

基本金

消費収支差額

負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計

R
esearch

&
L
ab

貸借対照表 ２００８年３月３１日現在 （単位：百万円）
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■
松
本
賢
人（
４
年
）

■
前
澤
佑
輔（
４
年
）

■
高
村
直
登（
４
年
）

■
喜
多
稔
彦（
４
年
）

■
一
丸
康
貴（
４
年
）

■
増
永
大
樹（
４
年
）

■
立
川
愛
弥
子（
２
年
）■
京
田
純
子（
２
年
）

■
荻
原
宏
典（
２
年
）

長崎市長と製作したメンバー

﹇
製
作
し
た
メ
ン
バ
ー
﹈

１２
月
１９
日
、
作
成
さ
れ
た
新
「
さ

る
く
マ
ッ
プ
」
の
原
画
は
田
上
富
久

長
崎
市
長
へ
寄
贈
。

「
さ
る
く
マ
ッ
プ
」
は
今
後
、
長
崎

市
内
の
各
地
で
観
光
客
な
ど
に
配
布

さ
れ
る
。

公
開
講
演
会
開
催

「高度３次元CGの制作」

Team.SS
顧問：池末純一（知能情報学科）
代表：知能４年 福井翔平君
メンバー１０名

１２
月
１８
日
、
長
崎

県
立
美
術
館
に
お

い
て
「
環
境
と
建

築
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
環
境
・

建
築
学
部
開
設
記

念
の
講
演
会
を
開
催
。

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

で
長
岡
造
形
大
学
学
長
の
上
山
良

子
先
生
が
「
場
を
作
る
―
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
」
と

題
し
て
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ

イ
ン
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い

る
事
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、

「
長
崎
水
辺
の
森
公
園
」
や
「
芝

三
丁
目
「
芝
さ
つ
ま
の
道
」」
な

ど
、
多
く
の
実
例
を
紹
介
し
て
何

を
大
事
に
し
、
意
図
し
て
設
計
し

た
か
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

１２
月
６
日
、
長
崎

市
立
図
書
館
多
目

的
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
武
力
紛
争

の
現
場
か
ら
『
平

和
』
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
長

崎
平
和
文
化
研
究
所
と
共
通
教
育

セ
ン
タ
ー
が
開
催
。
東
京
外
国
語

大
学
大
学
院
教
授
の
伊
勢
崎
賢
治

氏
が
N
G
O
・
国
際
連
合
職
員
と

し
て
紛
争
の
現
場
で
紛
争
処
理
な

ど
に
当
た
っ
た
経
験
か
ら
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
争
の
実
情
や

取
組
、
紛
争
予
防
業
界
の
創
出
を

提
言
し
た
。

「白木町自治会におけるボランティア環境づくり」

ぺんぎんの町
顧問：蒲原新一（環境文化学科）
代表：環境４年 松本喜満君
メンバー９名

１０
月
１８
日
、

長
崎
原
爆
資

料
館
ホ
ー
ル

に
お
い
て

「
若
者
を
魅

了
す
る
造
船

産
業
の
未
来

像
」
を
テ
ー

マ
に
工
学
部

船
舶
工
学
科

が
開
催
。
国

土
交
通
省
海
事
局
船
舶
産
業
課
長

の
瀬
部
充
一
氏
が
「
海
を
拓
く
造

船
産
業
」、
長
崎
県
産
業
労
働
部

理
事
の
上
村
昌
博
氏
が
「
私
達
の

未
来
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

１１
月
８
日
、
長
崎
市
立

図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
放
送
の

未
来
」
を
テ
ー
マ
に
工

学
部
電
気
電
子
工
学
科

が
開
催
。
N
H
K
放
送
技
術
研
究

所
の
前
所
長
谷
岡
健
吉
氏
が
『
放

送
の
未
来
を
創
る
超
高
感
度

H
A
R
P
（
ハ
ー
プ
）
撮
像
の
発

明
と
応
用
、
今
思
う
こ
と
』
と
題

し
て
、
H
A
R
P
撮
像
管
の
発
明

の
経
緯
・
動
作
原
理
・
特
徴
、
実

用
化
・
性
能
向
上
の
研
究
、
放
送

で
の
活
用
と
他
分
野
へ
の
応
用
、

デ
バ
イ
ス
研
究
か
ら
思
う
こ
と
を

講
演
し
た
。

「学内及び地域における環境教育活動」

ISOの家
顧問：石橋康之（環境文化学科）
代表：環境３年 南里麻美さん
メンバー３７名

１０
月
１７
日
、

長
崎
県
美
術

館
に
お
い
て

「
情
報
デ
ザ

イ
ン
の
目
指

す
も
の
」
を

テ
ー
マ
に
情
報
学
部
が
公
開
講
演

会
を
開
催
。
世
界
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
九
州
大
学
大
学
院

芸
術
工
学
研
究
院
の
源
田
悦
夫
教

授
を
お
招
き
し
、「
デ
ィ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
教
育
」
と
題
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
及
び

教
育
の
最
前
線
の
話
や
、
研
究
生

の
制
作
し
た
作
品
を
紹
介
し
た
。

５
月
２９
日
、
長

崎
県
立
美
術
館

に
お
い
て
「
地

域
の
ち
か
ら
、

学
生
の
ち
か
ら

―
た
て
も
の
・

ま
ち
・
歴
史
」

を
テ
ー
マ
に
工
学
部
建
築
学
科
、

人
間
環
境
学
部
が
開
催
。

作
家
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
森
ま
ゆ

み
氏
が
「
小
さ
な
雑
誌
で
町
づ
く

り
―
谷
根
千
の
冒
険
」
と
題
し
て
、

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
町
の
様
々

な
こ
と
を
知
り
た
い
、
伝
え
た
い
、

残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
２５
年

前
に
始
め
ら
れ
た
地
域
活
動
の
経

緯
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
講
演
し

た
。 「地域の心の映像化に挑む！」

Li-zemi film
顧問：李 桓（環境文化学科）
代表：大学院年 松永篤宜君
メンバー１０名

「武力紛争の現場から
「平和」を考える」

「若い人を魅了する
造船産業の未来像！」

「情報デザインの目指すもの」

「放送の未来」

「地域の力、学生の力
－たてもの・まち・歴史－」

１２／６

１１／８ １０／１８

１２／１８

１０／１７５／２９

「環境と建築を考える」

金 額
１，４７４
１９
１４
４８５
２２
２
１０５
１８２
２９４
２１９
△５２９
８９３
３，１８０

科 目
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

金 額
１，４７４
１９
２１
４８５
２２
１０５
１９４
２，３２０
△６６
２，２５４

科 目
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

金 額
１，６３０
７５９
１７７
１２
２８

２，６０６
△３５２
△３，１２０
△３，４７２

科 目
人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額

消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
次年度繰越消費支出超過額

金 額
１，６４８
５３６
１６０
１２
５６
４
６７
０
５５

△５０
６９２
３，１８０

科 目
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

２００７年度 消費収支計算書 ２００７年４月１日から２００８年３月３１日まで

収入の部 （単位：百万円）支出の部

２００７年度 資金収支計算書 ２００７年４月１日から２００８年３月３１日まで

支出の部 （単位：百万円）収入の部
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第第１１１１回回設設計計アアイイデデアアココンンテテスストト

テーマは「花見台」。本学シーサイドキャンパスに「花見」から連想される様々な場面を設定
して、「花見台」を自由にデザイン。
【最優秀賞作品の講評】
桜のモチーフを小さいところから大きいところまで一貫して良く形にまとめあげている。
出来上がったものがオブジェとして楽しめ、スケール感の表現や模型のプレゼンテー
ションが良く、綺麗にまとめられている。

第第４４回回デデジジタタルルメメデディィアアココンンテテスストト

◎デジタルアート部門 テーマは「未来」。未来の夢、暮らし、都市、家族、自然、遊びなどに
関して、自由な発送でデザイン。

【最優秀賞作品の講評】 地球温暖化により南の島が水没にさらされているという、今
日的な課題に真正面から前向きに向き合っていることが分かります。表現方法も、水面
に浮かぶマングローブの木を美しく抽象化して上手く表現してあります。このような願
いが波紋として全世界に拡がることを期待。

◎ホームページ部門
テーマは「紹介ページ」。
自分の学校や住んでいる地域を
魅力的に紹介。
【最優秀賞作品の講評】
このまま公式サイトとして実用
に耐えられる完成度の高いペー
ジ。軽快な配色で全体を構成。
さわやかでスマートな学科のイ
メージをうまく表現。

第第２２回回エエココ活活動動ココンンテテスストト
テーマは清掃活動やリサイクル運動など「社会活動部門、水質調査や生物調査など「研
究活動部門」の活動成果。
最優秀賞 「ECO-P（えこぴい）」兵庫県立三木北高等学校環境研究部
【講評】「ECO-P」は高校の同好会として、エコバッグやマイうちわ、割り箸回収など
の身近なことから、森づくりや、市や商店街の代表者とシンポジウムを開くなど、影響
力の高い推進活動を行っている。内容は多岐にわたり、活動として完成度が高い。
優秀賞 「宮高落消部隊」京都府立宮津高等学校建築科

C
o
n
test

O
p
en

C
am

p
u
s

全
国
高
校
生
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

「
創
造
」
「
自
由
」
「
体
験
」
「
感
動
」

も
の
づ
く
り
の
ロ
マ
ン
が
隠
さ
れ
て
い
る

審
査
結
果
発
表

優秀賞
福島県立いわき総合高校
２年 高田 領 さん

優秀賞
「CHERRY TOWER」
兵庫県立龍野実業高校
３年 土井ありさ さん

優秀賞
「桜並木にちょうちんの明かり
をどうぞ。」
滋賀県立安曇川高校
２年 六波 羅涼 さん

優秀賞
福島県立郡山商業高校
３年 吉田由布子 さん

優秀賞
宮崎県立佐土原高校
【山本愛美さん他１名】

最優秀賞
三重県立四日市工業高校
【伊藤瑞希さん他４名】

最優秀賞
長崎純心女子高校
３年 庄林 陽 さん

最優秀賞 「桜フラクタル」
山梨県立甲府工業高校
１年 山口 千明 さん
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No.1

No.4

No.7

No.10

No.13

No.16

No.2

No.5

No.8

No.11

No.14

No.17

No.3

No.6

No.9

No.12

No.15

No.18

２００８年度４月より、進路選択、職業体験などを目的に本学に訪れ、キャンパス見学や、
体験学習を行った学校などを紹介。訪問者

５／２２

付知中学校

（岐阜県）

生徒５名と引率の先生１名。「ロボット製作・制御体験」と
「Web コンテンツ制作体験」の２つのグループに分かれて
体験学習。

６／２６～７／２４

嶺南理工

大学（韓国）

学生２０名の日本語短期研修。約１ヶ月の期間で、日本語の授
業のほか、体験学習を通じて、日本の文化に触れ、交流を深
める目的。

７／１０

長崎鶴洋

高 校

１年生３７名と引率教員２名。高校の「産業社会と人間」とい
う進路ガイダンス授業の一環として、将来の職業選択を視野
に入れた自己の進路への自覚を深めさせる目的。

８／６～７

島 原

高 校

理数科の１年生３７名と引率教諭２名。高大連携の一環。生徒
の科学に対する興味・関心を高め、科学的なものの見方・考
え方を体得させる目的。

９／１８

真津山地区民生

児童協議会委員

委員２２名。研修のため、実験・実習設備等の見学。

１１／１２

西 彼 杵

高 校

１年生２５名と引率教員２名。教育・研究内容等に触れ、職業
理解を深め進路意識を高める目的。

６／２６

「日本語サミット」

の留学生

将来の外交官を目指す１５カ国１６名が参加。サミットのプログ
ラムの一環として、シーカヤック操船やプレジャーボート３
艇による牧島一周など海洋体験学習を実施。

７／３

長崎南山

高 校

理系クラス３年生の生徒３８名と引率教員２名。学内の実習設
備等を見学。

７／２２

長 崎 東

高 校

理系の２年生３０名と引率教員２名。「NiAS セミナー」。高校
の総合的な学習の時間を利用し、大学等へ出向いたフィール
ドワークを実施する目的。

９／５

上 五 島

高 校

理系クラス２年生３９名と引率教員１名。進路に対する知識と
自己の将来への関心を深めさせ、生徒一人一人の適切な進路
選択の一助とさせる目的。

１０／１６

阿智高校

（長野県）

２年生３５名と引率の先生２名。修学旅行の体験学習として
「Web コンテンツ制作」を体験。

１１／１４

長 崎 南

高 校

１年生１０名と引率教諭１名が職場訪問。職業理解を深め進路
意識を高める目的。

６／２６

五島海陽

高 校

１年生２１名と引率教員１名。「産業社会と人間」という進路
ガイダンスの授業の一環として、将来の職業選択を視野に入
れた自己の進路への自覚を深めさせる目的。

７／９

島原翔南

高 校

１年生２０名と引率教員１名。高校の「産業社会と人間」とい
う進路ガイダンス授業の一環として、将来の職業選択を視野
に入れた自己の進路への自覚を深めさせる目的。

７／３１

諫 早

高 校

１年生３０名と引率教員１名。理数科の教育活動の一環。

９／１０

岩 屋

中 学 校

生徒１２名。実験・実習設備等の見学と体験学習を行い、自身
の適性を見つめ直し、将来の進路・職業に対する関心を高め、
学校生活への意欲高揚を図る目的。

１０／２９

長崎明誠

高 校

１年生４３名と引率教員３名。大学の研究・教育内容に触れ、
進路選択の視野を広げ、目的をもって学習に取組む態度を養
う目的。

１２／１３

長崎北陽台

高 校

理数科２年生７８名と引率教員４名。特色ある教育活動の一環
として「本物」との出会いをスローガンに体験。
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1

2

3

4

高
等
海
難
審
判
庁
長
官
よ
り
感
謝
状

本
学
の
矢
島

浩
教
授
と
池
上
国

広
教
授
が
長
年
に
亘
り
長
崎
地
方
海

難
審
判
庁
参
審
員
と
し
て
学
識
者
の

立
場
で
海
難
行
政
に
携
わ
れ
て
き
た

功
績
を
称
え
ら
れ
こ
の
ほ
ど
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
た
。

海
難
審
判
庁
は
、
海
難
の
再
発
防

止
に
寄
与
す
る
た
め
、
海
難
審
判
法

に
基
づ
き
海
難
の
原
因
を
究
明
す
る

国
の
行
政
機
関
（
国
土
交
通
省
の
外

局
）。今年

１０
月
に
運
輸
安
全
委
員
会
が

発
足
し
、
現
行
の
航
空
・
鉄
道
事
故

調
査
委
員
会
と
海
難
審
判
庁
が
統
合

（
海
難
審
判
庁
の
現
行
の
懲
戒
の
た

め
の
対
審
方
式
に
よ
る
審
判
は
新
設

さ
れ
る
海
難
審
判
所
が
引
き
継
ぐ
）

さ
れ
る
た
め
、
両
氏
の
参
審
員
の
任

期
は
９
月
ま
で
。

中
小
企
業
診
断
協
会
よ
り
表
彰

１１
月
４
日
、
本
学
情
報
学
部
経
営

情
報
学
科
の
藤
澤
雄
一
郎
教
授
が
、

�
中
小
企
業
診
断
協
会
主
催
の
「
中

小
企
業
経
営
診
断
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

に
お
い
て
、
自
身
の
論
文
を
も
と
に

経
営
革
新
支
援
の
事
例
発
表
を
行
い
、

協
会
よ
り
中
小
企
業
の
支
援
事
業
の

強
化
推
進
に
貢
献
す
る
論
文
発
表
と

し
て
、
表
彰
を
受
け
た
。

同
教
授
は
、
中
小
企
業
診
断
士
や

社
会
保
険
労
務
士
等
の
資
格
を
有
し
、

�
経
営
開
発
機
構
の
代
表
取
締
役
と

し
て
、
同
協
会
長
崎
県
支
部
の
副
支

部
長
や
�
建
設
業
振
興
基
金
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
等
も
兼
務
な
ど
長
年
に
渡
り
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
界
で
活
躍
。

今
回
の
論
文
は
『
和
す
る
組
織
づ

く
り
』。
�
中
小
企
業
に
和
力
経
営

を
取
り
戻
す
�
自
立
人
間
の
育
成
�

経
営
に
お
け
る
経
済
合
理
性
追
求
の

限
界
を
問
題
と
し
、
人
材
の
意
識
改

革
や
全
社
的
報
連
相
教
育
導
入
な
ど

の
具
体
的
な
工
夫
を
加
え
た
実
際
の

企
業
で
の
経
営
革
新
の
取
り
組
み
事

例
を
と
り
あ
げ
、
大
学
と
の
連
携
な

ど
今
後
の
課
題
や
展
望
を
論
じ
た
。

博
士
学
位
論
文
公
聴
会

本
学
大
学
院
工
学
研
究
科
に
お
い

て
、
５
月
２８
日
、
山
口
欣
弥
氏
、
８

月
６
日
、
馬
場
脩
氏
の
学
位
論
文
公

聴
会
が
行
わ
れ
た
。

■
山
口
欣
弥
氏
の
学
位
論
文
の
題
目

「
降
伏
点
４７�f
／
�
２
級
鋼
板
の
大

型
コ
ン
テ
ナ
船
強
力
甲
板
部
構
造

へ
の
適
用
に
関
す
る
研
究
」

第
３
回
工
学
研
究
科
教
授
会
に
お

い
て
、
審
査
報
告
と
学
位
授
与
の
可

否
に
つ
い
て
の
投
票
を
行
な
い
、
全

員
一
致
で
学
位
授
与
を
承
認
。

１０
月
１７
日
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

山
口
氏
の
学
位
記
授
与
式
が
挙
行
さ

れ
、
林
学
長
よ
り
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。

■
馬
場
脩
氏
の
学
位
論
文
の
題
目

「
Ｓ
Ｐ
Ｂ
方
式
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
合
金
タ
ン
ク
の
溶
接
継
手

品
質
向
上
に
関
す
る
研
究
」

第
６
回
工
学
研
究
科
教
授
会
に
お

い
て
、
審
査
報
告
と
学
位
授
与
の
可

否
に
つ
い
て
の
投
票
を
行
な
い
、
全

員
一
致
で
学
位
授
与
を
承
認
。

布
マ
ル
チ
栽
培
で
無
農
薬
米
の

育
成
実
験

人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科
の

繁
宮
悠
介
講
師
と
環
境
保
全
な
ど
に

つ
い
て
研
究
す
る
４
年
生
７
人
が
、

綿
く
ず
を
原
料
と
し
た
布
に
種
も
み

を
挟
み
込
ん
だ
「
布
マ
ル
チ
シ
ー

ト
」
を
使
っ
た
米
の
無
農
薬
栽
培
に

取
り
組
ん
だ
。

５
月
２１
日
、
学
生
た
ち
は
、
約
５

百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
田
ん
ぼ
で
シ
ー

ト
を
敷
き
詰
め
る
作
業
を
実
施
し
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

繁
宮
講
師
は
、
４
年
前
か
ら
里
山

の
保
全
と
大
学
と
地
域
の
活
性
化
の

た
め
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
認
定
さ

れ
て
い
る
大
中
尾
棚
田
（
長
崎
市
神

浦
下
大
中
尾
町
）
の
同
保
全
組
合
が

実
施
し
て
い
る
「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
」
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
て

お
り
、
昨
年
よ
り
こ
の
棚
田
で
、
布

マ
ル
チ
栽
培
と
い
う
手
法
で
無
農
薬

米
の
育
成
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
。

昨
年
は
収
穫
し
た
新
米
を
携
え
、

学
生
と
と
も
に
長
崎
市
長
を
表
敬
訪

問
し
、
取
り
組
み
の
現
状
報
告
も

行
っ
た
。

工学部・
機械工学科
矢島 浩教授

工学部・
船舶工学科
池上国広教授

「「温温泉泉ババイイオオデディィーーゼゼルル
燃燃料料研研究究会会」」

「「２２００００８８ななががささきき
みみななととままつつりり」」

「KTNの日」

「「ももももちちシシーーササイイドド
フフェェススタタ２２００００８８」」

住吉神社祭礼

PPRROOJJEECCTTククリリーーンンNNiiAASS
「「自自転転車車発発電電」」

T
o
p
ics

青少年のための科学の祭典

長崎帆船まつり

長崎市総合防災訓練

レクレーション・スポーツ教室

10/
18,19

4/
27,28

5/29

9/13

7/25

7/27

5/
10,11

7/
19～21

10/19

5/
5,6

他にも
こんな活動を
しているよ！

山口欣弥氏

馬場 脩氏
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5

6

7

8

「
九
州
国
際
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
Ｉ
Ｃ
Ｔ

２００８

」
に
本
学
が
出
展

１０
月
８
日
〜
１０
日
の
３
日
間
、
西

日
本
総
合
展
示
場
（
北
九
州
市
）
に

お
い
て
「
九
州
・
国
際
テ
ク
ノ
フ
ェ

ア
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス

２
０
０
８
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学
も

出
展
し
た
。

期
間
中
、
２
万
７
千
人
を
超
え
る

来
場
者
で
賑
わ
う
中
、
文
部
科
学
省

都
市
エ
リ
ア
型
産
学
官
促
進
事
業

（
発
展
型
）に
選
定
さ
れ
た「
予
防
・

在
宅
医
療
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
検

証
」
で
行
わ
れ
て
い
る
技
術
と
、
８

月
に
開
設
さ
れ
た
産
官
学
連
携
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
中
心
に
紹
介
し
た
。

情
報
学
部
知
能
情
報
学
科
の
田
中

義
人
教
授
、
下
島
真
准
教
授
が
来
場

者
の
質
問
等
に
対
応
し
、
工
学
部
電

気
電
子
工
学
科
医
療
電
子
コ
ー
ス
の

川
添
薫
准
教
授
の
研
究
室
を
加
え
た

３
研
究
室
の
学
生
も
サ
ポ
ー
ト
役
で

大
活
躍
だ
っ
た
。

各
地
区
で
父
母
懇
談
会
を
開
催

６
月
１５
日
、
本
学
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
長
崎
地
区

の
３
、
４
年
生
（
１
２
６
組
１
９
２

名
）。
９
月
２１
日
に
は
、
同
地
区
の

１
、２
年
生（
１
０
２
組
１
４
５
名
）

を
対
象
に
し
た
父
母
懇
談
会
を
開
催
。

ご
父
母
、
学
生
が
参
加
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
全
体
会
で
就
職
状

況
や
学
生
生
活
支
援
の
説
明
な
ど
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
学
部
各
学

科
に
分
か
れ
、
個
人
面
談
を
実
施
。

面
談
終
了
後
、
本
館
食
堂
で
本
学

関
係
者
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
父

母
間
で
の
交
流
や
先
生
方
と
の
情
報

交
換
が
活
発
で
盛
況
に
終
え
た
。

本
学
で
は
毎
年
、
ご
父
母
と
の
連

携
を
図
る
た
め
、
長
崎
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
父
母
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
る
。

当
日
は
、
就
職
室
を
開
放
し
、
保

護
者
か
ら
の
就
職
相
談
へ
の
対
応
も

行
っ
た
。

【
２
０
０
８
年
の
実
績
】

■
６
月
１５
日

長
崎

■
９
月
６
日

佐
世
保
、
山
口

■
９
月
７
日

佐
賀
、
福
岡

■
９
月
１３
日

神
戸
、
宮
崎

■
９
月
１４
日

松
山
、
鹿
児
島

■
９
月
２１
日

長
崎

■
１０
月
１１
日

沖
縄

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
４
年
生
内
定
者
に

よ
る
業
界
・
職
種
研
究
座
談
会

１１
月
７
日
、
本
学
で
就
職
活
動
を

目
前
に
迫
っ
た
３
年
生
を
中
心
と
し

た
在
学
生
に
対
し
て
、
今
後
の
進
路

選
択
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
４
年
生

内
定
者
に
よ
る
業
界
・
職
種
研
究
座

談
会
」
を
開
催
。

こ
れ
は
、
正
規
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

の
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
将
来
計

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
受
講
者
を
対
象

に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
年

は
様
々
な
業
界
・
職
種
で
活
躍
す
る

卒
業
生
４
名
と
す
で
に
就
職
先
が
決

定
し
て
い
る
４
年
生
内
定
者
７
名
が
、

現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
の
話
や

就
職
活
動
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
た
。
今
後
、
３
年
生
は
本
格
的

な
就
職
活
動
の
時
期
に
突
入
し
て
い

く
。本

学
で
は
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
に
力
を
注
ぎ
、
毎
年
、
高
い
安

定
し
た
就
職
内
定
率
を
誇
っ
て
い
る
。

空
手
道
選
手
権
で
準
優
勝

「
第
２５
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
長
崎
県
空
手
道
選
手
権
大
会
」
に

お
い
て
、
工
学
部
機
械
工
学
科
４
年

の
岡
田
雄
一
君
が
準
優
勝
し
た
。

岡
田
君
は
高
校
時
代
に
空
手
を
始

め
、
道
場
で
の
練
習
に
励
ん
で
き
た
。

一
般
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
受
賞

と
な
っ
た
。

７
月
１７
日
、
学
長
室
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
賞
の
報
奨
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、

林
一
馬
学
長
よ
り
、
岡
田
君
へ
報
奨

金
が
授
与
さ
れ
た
。

水
泳
部
の
吉
田
司
君
が
長
崎
市
水
上

選
手
権
で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
受
賞

９
月
７
日
、
長
崎
市
民
総
合
プ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
４３
回
長
崎
市

水
上
選
手
権
」
で
、
本
学
水
泳
部
の

吉
田
司
君
（
情
報
学
部
経
営
情
報
学

科
４
年
）
が
見
事
、
大
会
最
優
秀
選

手
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
に
選
ば
れ
た
。

吉
田
君
は
男
子
５０
�
バ
タ
フ
ラ
イ

で
優
勝
。
２
０
０
�
個
人
メ
ド
レ
ー

で
も
３
位
に
入
賞
し
た
。
吉
田
君
は

過
去
に
も
「
九
州
学
生
選
手
権
水
泳

競
技
大
会
」
や
「
九
州
地
区
大
学
体

育
大
会
」
等
で
も
優
勝
し
て
い
た
。

９
月
２４
日
、
学
長
室
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
賞
の
報
奨
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、

林
一
馬
学
長
よ
り
、
吉
田
君
へ
報
奨

金
が
授
与
さ
れ
た
。

「「長長崎崎県県ももっったたいいなないい
運運動動推推進進大大会会」」

「出島まつり２００８」

「「長長崎崎県県美美ししいい
ふふるるささとと推推進進大大会会」」

人人間間環環境境学学部部でで
稲稲刈刈りり

新新上上五五島島奈奈良良尾尾地地区区
ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ

「「ゴゴミミゼゼロロななががささきき
取取組組事事例例発発表表会会」」

「「大大村村市市ここどどもも
科科学学館館ままつつりり」」

「「赤赤ととんんぼぼのの
街街づづくくりり運運動動」」

10/18

10/26

10/11

10/22

8/31

8/29

8/23

10/11
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編

集

後

記

２００９年度学生募集要項
これから受験できる入試制度は次の通りです。
「願書」および「過去の入試問題集」は下段の「問合
せ・資料請求先」へ連絡いただくか、ホームページか
ら申込ください。

環境に優しい、暮らしやすい
未来のために

「「環環境境・・建建築築学学部部」」２２００００９９年年４４月月開開設設
人間と環境の調和をめざし、環境分野の教育研
究を担ってきた人間環境学部環境文化学科。
長年、建築とまちづくりに貢献する数多くの建
築技術者を輩出してきた工学部建築学科。
これまでの両学科の蓄積を活かしながら、環境
に優しい、暮らしやすい未来に向けて、２つの学
科を合体して、２００９年４月、新たな「環境・建築
学部」として生まれ変わります。

環境・建築学部がめざすもの
◇持続可能な社会づくりに挑戦

２１世紀は環境の
世紀です。持続可
能な循環型社会づ
くりが求められて
います。これに寄
与していくために、
高い環境意識と環
境および建築に関

する技術、ならびに応用
的能力を有する人材の育
成をめざします。

◇実践力、デザイン力、創造力
の重視
建築・まち・都市から、自然・
景観・地域社会までをあつかいま
す。未来の環境と建築を総合的に
デザインすることが大切です。
そのためにレベルの高い技術を
身につけ、実践力、デザイン力、
創造力を育てます。
◇総合力、相互啓発による新た
な研究基軸の確立
環境学、建築学のそれぞれの蓄
積を活かしながら、相互啓発によ
る総合力を結集します。環境・建
築学部では、これを踏まえて環境
の世紀にふさわしい新たな研究基
軸の開拓・推進をめざします。

ア
ク
セ
ス
し
て
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
を
知
る

本
学
を
知
る
手
段
の
一
つ
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

学
部
・
学
科
紹
介
の
ほ
か
、
教
授
の

研
究
室
、
学
生
の
活
動
、
資
格
取
得
、

就
職
状
況
な
ど
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
に
は
大
学
選
び
の
情
報
、
企

業
の
方
々
に
は
共
同
研
究
・
求
人
の
情

報
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
、
分
か
ら

な
い
事
が
あ
る
方
は
、「
問
合
せ
」
や

「
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
意
見
箱
」
な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

昨
年
の
学
報
で
企
業
の
採
用
意
欲
が
最

高
潮
に
達
し
て
い
る
記
事
を
執
筆
し

た
！
あ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
年
。
学
生
の

就
職
は
ま
た
氷
河
期
に
向
か
っ
て
い
る
。

人
々
が
作
り
出
し
た
２１
世
紀
社
会
の
急

激
な
変
化
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
皮
肉
な

社
会
情
勢
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
大
学
や

企
業
は
連
携
し
、
若
い
人
材
を
全
力
で

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
！
そ
こ
に
は

短
期
的
利
益
を
優
先
せ
ず
、
長
期
的
な

視
点
と
使
命
感
が
重
要
だ
！
う
わ
べ
だ

け
で
な
い
「
社
会
的
責
任
」
と
「
人
財
」

に
対
す
る
認
識
が
問
わ
れ
て
い
る
！

（
Ｔ
）

「
百
年
に
一
度
の
大
恐
慌
」。
大
学
を
取

り
巻
く
環
境
も
ま
た
厳
し
い
。

学
生
が
活
き
活
き
と
学
生
生
活
を
送
り
、

社
会
へ
送
り
出
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

大
学
関
係
者
は
地
域
社
会
と
連
携
し
て

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
再
認
識
す
る
。

（
Ｉ
）

このＱＲコードで
本学携帯電話ホームページにアクセスできます

定員
３５
４５
４５
４５
４５
４５
４５

学 科〔コース〕
船舶工学科〔造船技術コース、海洋フロンティアコース〕
機械工学科
電気電子工学科〔電気電子工学科、医療電子コース〕
知能情報学科
経営情報学科
人間環境学科〔環境技術コース、地域共生コース〕
建築学科〔建築学科、住居学コース（女子のみ）〕

学 部

工 学 部

情 報 学 部

環境・建築学部

ＡＯ入試

ＡＯ（特待生）入試

後期

１２月１日～１月３０日

２月６日

２月１４日

面接（個別）

志願理由書
（出願時提出：６００～８００字）

本学

３０，０００円

ＡＯ（双方向）入試

９月１日～３月１３日

随時

２月１４日
３月１０日
３月１９日

原則として本学

出 願 期 間

試 験 日

合格発表日

科 目 等

会 場

検 定 料

センター試験利用入試
後 期

２月２３日～３月１３日

－

３月１９日

３科目 ２科目
１．外国語（英、独、仏、中、韓）

英語のみリスニングテストを含む
２．地理歴史（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ）
３．数学�（数�、数�・数Ａ）
４．数学�（数�、数�・数Ｂ、工、情報）
５．国 語（国語）
６．理科�（理科総合Ｂ、生物�）
７．理科�（理科総合Ａ、化学�）
８．理科�（物理�、地学�）
９．公 民（現社、倫理、政経）

※学部・学科で入試科目や出題範囲が異なります。
詳細は、お問合せいただくか、学生募集要項または大学のホームページでご確認ください。

１３，０００円

前 期
１月７日～２月６日

－

２月１４日

一 般 入 試
後 期

２月１６日～３月３日

３月８日

３月１３日

２科目
■１時間目
１．国語（国語総合（古文、漢文を除く））
２．理科（物理�＋�、化学�＋�、生物�＋�）

■２時間目
３．数学�（数�＋数�＋数Ａ＋数Ｂ）
４．数学�（数�＋数Ａ）

■３時間目
５．外国語（英�＋英�＋リーディング）

長崎、鹿児島、福岡、
松山、広島、大阪、
名古屋、東京

２８，０００円

前 期
１月７日～１月３０日

２月５日
２月６日
２月１４日

長崎、佐世保、五島、対馬、
那覇、鹿児島、宮崎、大分、
熊本、佐賀、福岡、松山、
広島、岡山、大阪、名古屋、
東京

出 願 期 間

試 験 日

合格発表日

科 目 等

会 場

検 定 料

◇問合せ・資料請求先
長崎総合科学大学入試広報課
〒８５１‐０１９３ 長崎市網場町５３６ �０１２０‐８０１‐２５３

学部・学科の詳細な内容は次のURLをご参照下さい。
【URL】http://nias.jp/new２００９／index.html

■学部〔工学部 情報学部 環境・建築学部〕
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